
昨
年
の
臨
時
国

会
で
設
置
さ
れ
た

「
国
家
安
全
保
障

会
議
」
は
12
月
17

日
に
３
つ
の
安
全
保
障
関
係
政
策
を
決
め
、
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」

「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
で
す
。

３
つ
の
防
衛
政
策
で
は
仮
想
敵
国
を
中
国
と
「
北
朝
鮮
」
と

し
、
こ
れ
ま
で
の
「
専
守
防
衛
」
か
ら
自
衛
隊
は
攻
撃
的
戦
略

と
装
備
に
様
変
わ
り
し
ま
す
。
こ
れ
で
安
倍
政
権
は
軍
事
力
を

背
景
と
し
た
好
戦
的
な
外
交
に
大
転
換
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
国
際
協
調
主
義
に
基
づ
く
積
極
的
平
和
主
義
」
を

標
榜
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
意
図
し
た
米
軍
と
の
共
同
作

戦
や
多
国
籍
軍
・
有
志
連
合
の
軍
事
行
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
、
国

民
に
は
「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
を
養
う
」
（
愛
国
心
）

こ
と
を
強
要
し
て
い
ま
す
。

ま
た
武
器
の
国
際
共
同
開
発
や
生
産
の
解
禁
と
「
武
器
輸
出

３
原
則
」
の
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
中
期
防
衛
力

整
備
計
画
」
は
来

年
度
か
ら
向
こ
う

５
年
間
の
自
衛
隊

の
武
器
や
装
備
の
配
置
計
画
を
具
体
化
し
て
い
ま
す
。
総
額
24

兆
７
千
億
円
を
つ
ぎ
込
み
、
新
た
な
兵
器
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で

す
。
島
嶼
防
衛
の
た
め
の
「
機
動
戦
闘
車
両
」
（
99
両
）
、
垂

直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
（
17
機
）
、
新
型
ス
テ
レ
ス

戦
闘
機
Ｆ
35
（
28
機
）
、
滞
空
無
人
偵
察
機
（
３
機
）
な
ど
、

他
国
に
攻
め
込
む
に
十
分
可
能
な
新
型
兵
器
の
購
入
を
決
め
て

い
ま
す
。
自
衛
隊
は
「
専
守
防
衛
」
か
ら
「
統
合
機
動
防
衛
力
」

と
い
う
攻
撃
型
に
変
質
し
ま
し
た
。

原
発
政
策
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

福
島
第
一
原
発
事

故
の
収
束
も
廃
炉

の
見
通
し
も
な
い
中
、
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
世
論
を
無
視
し
、
原

発
推
進
の
政
策
に
大
転
換
し
は
じ
め
ま
し
た
。
12
月
に
経
済
産

業
省
の
諮
問
審
議
会
は
原
発
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス
電
源
」
と
位

置
づ
け
る
基
本
政
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
原
発
再
稼

動
、
破
綻
し
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
推
進
」

「
再
処
理
工
場
の
竣
工
」
な
ど
福
島
事
故
以
前
の
政
策
が
並
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
・
電
力
会
社
は
原
発
再
稼
動
に
向
け
、

立
地
自
治
体
の
懐
柔
、
７
原
発
14
基
の
「
安
全
審
査
」
を
進
め
、

今
年
７
月
に
は
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
２
基
を
再
稼
動
を
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
は
憲
法
と
原
発
、
そ
し
て
生
活
を
か
け
た
重
大

な
年
で
す
。
憲
法
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
た
ち
が
、
力
を
合
わ

せ
て
安
倍
政
権
を
打
ち
倒
し
ま
し
ま
し
ょ
う
。
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原
発
ゼ
ロ
社
会
へ

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反
対
へ
！

■
衆
参
両
院
で
過
半
数
を
占
め
た
自
公
与
党
・
安
倍
政
権
は
、

昨
年
の
臨
時
国
会
で
一
気
に
暴
走
し
は
じ
め
ま
し
た
。
昨
年

12
月
の
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
強
行
採
決
、
靖
国
神
社
公

式
参
拝
の
強
行
が
ま
さ
に
そ
れ
で
す
。
今
年
は
医
療
・
年
金

・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
の
縮
小
・
切
捨
て
が
行
わ
れ
、
消

費
税
は
４
月
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
原
発
再
稼

動
も
画
策
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
月
開
会
の
通
常
国
会
で
は

「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
に
道
を
開
く
「
国
家
安
全
保
障

基
本
法
」
の
成
立
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
暴
走
の
行
き
着

く
先
は
、
「
格
差
と
貧
困
・
戦
争
の
道
」
で
す
。
な
し
崩
し

改
憲
を
許
さ
な
い
た
め
、
さ
ら
に
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

2014年ー憲法・原発・生活の正念場

平
和
外
交
―

大
転
換

武
力
背
景
の
日
本
外
交
に

専
守
防
衛
―

大
転
換

自
衛
隊
は
攻
撃
型
装
備
に

原
発
政
策
―

大
転
換

原
発
再
稼
動
に
突
進

迎
春



政
府
は
新
規
国
債
発
行
額
が
減
っ
た
と

自
慢
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
歳
出
に
占

め
る
国
債
依
存
度
は
約
４
割
。
14
年
度
末

の
借
金
残
高
は
１
０
０
０
兆
円
を
超
え
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
４
４
％
と
世
界
１
の
借
金
大

国
で
す
。
財
政
が
血
だ
る
ま
な
の
に
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
成
功
が
最
高
目
標
の
安
倍
内

閣
は
、
庶
民
増
税
で
穴
埋
め
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

消
費
税
率
が
３
％
上
が
る
（
５
％
か
ら

８
％
）
と
約
５
兆
円
の
税
収
増
に
な
り
ま

す
。
い
ま
や
消
費
税
は
所
得
税
収
を
上
回

り
、
法
人
税
の
１
・
５
倍
の
基
幹
税
で
す
。

政
府
は
消
費
税
の
全
額
を
社
会
保
障
費
に

使
う
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
大
嘘
。
基
礎

年
金
の
財
源
不
足
や
社
会
保
障
費
の
赤
字

減
ら
し
に
使
わ
れ
、
新
規
充
実
分
は
０
・

５
兆
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
に
関
連
し
な
い
予
算
項
目
は
一

つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
社
会
保

障
費
は
30
兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。
増
額

分
は
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の
保
険
料
が

17
年
度
ま
で
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
受
給
額

が
４
月
に
１
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
復

興
増
税
と
し
て
特
別
所
得
税
に
加
え
て
６

月
か
ら
住
民
税
が
向
こ
う
10
年
間
１
０
０

０
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
70
～
74
歳
の

医
療
費
（
窓
口
負
担
）
が
４
月
か
ら
２
割

に
な
り
ま
す
。

憲
法
改
定
を
使
命
と
す
る
安
倍
首
相
は

予
算
案
で
も
独
自
色
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

国
土
強
靭
化
に
よ
る
公
共
事
業
費
増
、
高

校
授
業
料
無
償
化
の
所
得
制
限
の
一
方
で

道
徳
教
育
の
予
算
増
、
防
衛
費
の
大
盤
振

る
舞
い
に
顕
著
で
す
。
公
共
事
業
費
は
震

災
復
興
に
東
京
五
輪
事
業
費
が
加
わ
り
ゼ

ネ
コ
ン
へ
の
バ
ラ
マ
キ
が
目
立
ち
ま
す
。

原
発
関
連
予
算
は
、
廃
炉
・
除
染
・
賠

償
な
ど
に
限
定
す
べ
き
で
す
が
、
原
発
再

稼
働
・
輸
出
が
前
提
の
事
故
の
風
化
促
進

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
教
関
連
で
は

児
童
生
徒
を
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
副
教
材
「
心
の
ノ
ー
ト
」
に
14
億
円
も

計
上
し
ま
し
た
。

日
本
を
「
戦
争
の
で
き
る
国
」
に
す
る

防
衛
費
は
４
兆
８
８
４
８
億
円
。
防
衛
大

綱
や
中
期
防
衛
計
画
を
策
定
し
、
２
・
８

％
も
増
や
し
ま
し
た
。
欠
陥
輸
送
機
オ
ス

プ
レ
イ
や
無
人
殺
人
機
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー

ク
の
導
入
を
見
越
し
て
調
査
費
を
計
上
し

ま
し
た
。
米
軍
普
天
間
基
地
の
名
護
市
辺

野
古
移
設
を
急
ぎ
、
沖
縄
買
収
費
（
振
興

予
算
）
を
８
年
間
に
毎
年
３
０
０
０
億
円

超
を
措
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

企
業
と
軍
隊
が
栄
え
、
農
民
や
労
働
者

は
立
ち
枯
れ
状
態
に
な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
妥
結
へ
減
反
補
助
金
が
削
減
さ
れ
ま

す
。
賃
上
げ
と
い
っ
て
も
、
法
人
税
減
税
、

設
備
投
資
補
助
、
低
利
融
資
の
企
業
優
遇

に
よ
る
も
の
で
一
時
し
の
ぎ
策
で
す
。
だ

ま
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
反
国

民
的
な
予
算
案
は
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。
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安
倍
政
権
１
年
の
総
決
算
と
し
て
14
年
度
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
消
費
税
増
税
を
折
り
込
ん
だ
超
大
型
予
算
で
す
。
し
か
も
中
身
は
経

済
成
長
最
優
先
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
予
算
、
庶
民
の
暮
ら
し
よ
り
企
業
優
先
の
差
別

予
算
、
防
衛
関
連
費
水
増
し
の
戦
争
準
備
予
算
で
す
。
１
月
開
会
の
通
常
国
会
は

自
公
与
党
絶
対
多
数
の
暴
走
国
会
に
な
り
そ
う
で
す
。
め
げ
ず
に
庶
民
の
声
を
突

き
つ
け
て
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

消費税増税・成長一辺倒・企業優先・戦争準備

アベカラー全開

消
費
税
増
税
の
第
一
年
度

こ
ん
な
予
算
案
は
い
ら
な
い
！

年
金
は
減
り
、
保
険
料
は
増

ゼ
ネ
コ
ン
、
原
発
企
業
を
優
遇

行
け
行
け
ド
ン
ド
ン
防
衛
費
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